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1988年 2月、「創世神話に見る雲南貴州少数
民族の宇宙観」季刊自然と文化 日本ナショ








































弥栄子共編 三弥井書店 2013 
岡部隆志：「中国少数民族歌垣調査全記録



















































ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.11(2) 2019 
 
 167 
歌われる歌です。日本語、中国語、イ族語、
国際音声で表記されています。そして日本人
は集団意識が強くて、研究者たちが共同研究
することによって立派な研究業績を上げまし
た。もちろん、デメリットがあると私は思っ
ています。まずは、日本の研究者のフィール
ドワークの時間が短くて、毎回大体 1カ月以
内です。深く取材できているかどうかは、中
国学者は疑問を持っています。20世紀に入っ
て若い学者があまりいないため研究伝承がで
きず、日本における中国イ族の民間伝承の研
究の大きな問題になると考えます。以上は報
告の内容です。今、研究しているところで不
十分なのが結構あると思ってこれからも研究
を続けます。ご清聴どうもありがとうござい
ました。 
